
連続シンポジウム

自分らしく人生を全うするために
～人生の最終段階の医療・介護の決定のあり方を考える～

救急の場面を中心に

日時 2023年７⽉１⽇(⼟) 13：00〜16：30
※本シンポジウムは、ZOOMを利用したウェビナー形式で開催いたします。

⽇本弁護⼠連合会 ⼈権部⼈権第⼀課 TEL ０３－３５８０－９５０１
お問い合わせ先

⽯川雅⺒⽒（医師。国家公務員共済組合連合会呉共済病院救急診療科部⻑）
岡林志穂⽒（急性・重症患者看護専⾨看護師。⾼知医療センター）
塩野⽬淑⽒（救急救命⼠。東京消防庁救急部救急指導課課⻑補佐兼救急技術係⻑）
⾹川知晶⽒（⽣命倫理・哲学研究者。⼭梨⼤学名誉教授）
堀康司（弁護⼠）

自分らしく生きたい。
人生の最終段階を迎えても、納得して、医療・介護を受け、自分らしく人生を全うしたい。

救急の場面において、どのようにして、この願いをかなえることができるでしょうか。

自分らしい医療・介護のあり方は、どのように決定することができるでしょうか。

さまざまな立場のパネリストと共に議論を進めます。

登壇者

【お申し込み方法】
参加を御希望の場合は、【6月27日（火）】までに以下のURL又は二次元コードから
お申し込みください。

※ご提供いただいた個⼈情報は、⽇本弁護⼠連合会の個⼈情報保護⽅針に従い厳重に管理し、本シンポジウムの事務のために利⽤します。
また、この個⼈情報に基づき、⽇本弁護⼠連合会⼜は⽇本弁護⼠連合会が委託した第三者から、シンポジウム等のイベントの開催案内、書籍
のご案内その他当連合会が有益であると判断する情報をご案内させていただくことがあるほか、個⼈情報は統計的に処理・分析し、その結果
を個⼈が特定されないような状態で公表することがあります。

https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/sisym3sanka/sympo/

※定員５００名・参加費無料




